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㈱まちづくりとやまの事業について

㈱まちづくりとやま

資料４



㈱まちづくりとやま
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「株式会社まちづくりとやま」は富山市が平成11年に策定した「富山
市中心市街地活性化基本計画」に基づいて、広域都心と生活都心の調
和する賑わい溢れる中心市街地の再生を目指し、平成１２年７月に富
山市を始め富山商工会議所、富山市中心地区に位置する商店街組合や
商業者を中心とする中小企業者などの出資による第三セクターとして
設立いたしました。
当社は、富山市や商工会議所を始めとした関係者ともに、中心市街

地活性化基本計画の中に位置づけられた多くの事業を具体化し、支援
していくことにより、さらなる中心市街地の活性化を積極的に進めて
まいります。
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会社概況（平成26年4月現在）

・ 設立 平成12年7月7日
・ 資本金 ３０，０００千円
・ 株主数 ３８人（うち中小企業者数の割合７3.7％）

出 資 者 株主数 出資額(千円)
出資比

率

富 山 市 １ 15,000 50.0

富山商工会議所 １ 5,000 16.7

中小企業者
（商店街振興組合・商業者等）

２８ 6,000 20.0

中小企業者以外
（大型店・金融機関等）

８ 4,000 13.3

計 ３８ 30,000 100.0



4

㈱まちづくりとやまの組織

・㈱まちづくりとやまの従業員数（平成26年4月１日現在）

代表取締役社長 １名 （非常勤）
代表取締役副社長（常勤）１名 （非常勤）１名
社員（嘱託社員含む） ３５名
行政・民間からの出向者 ６名

富山市 １名
富山商工会議所 1名
民間会社 4名

社長

副社長

総 務 部 第一事 業 部 第二事 業 部
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収支状況（平成２５年度決算）

収入等 559,173,715

（うち事業収入） （381,512,501）

（うち補助金収入） （138,457,395）

（うち負担金・受託金収入） （34,474,495）

（うち営業外収益） （4,729,324）

費用等 558,586,089

経常利益 587,626

特別損失 5

法人税・住民税及び事業税 208,500

当期純利益 379,121

（単位：円）
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主な事業内容

・グランドプラザの運営（富山市の指定管理）

・地場もん屋総本店の運営

・賑わい交流館（フォルツァ総曲輪）の運営

・街なかサロン「樹の子」運営

・コミュニティバス「まいどはや」の運営

・無料駐車システムの運営

・富山まちなか研究室MAG.netの運営

・エコリンク事業の実施

賑わい拠点の運営

交通アクセスの利便化

活性化ソフト施策

情報発信

・まちなか情報発信事業の実施

・連携型まちなか情報発信事業「なかもん」の運営
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「富山市まちなか賑わい広場」（グランドプラザ）の運営
（平成２２年４月から指定管理者）

・事業主体
富山市

・工事期間等
H18.3～19.8
H19.9.17オープン

・事業費
約15.2億円

・施設概要
施設面積：

約1,400㎡
(65m×21m)

天井までの高さ：
約19m

大型映像装置：
約277インチ

昇降舞台
・使用料収入

約12,000千円

ガレリア（大屋根）を設けた全天候型空間・・・まちなかのシンボル
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ハーモニカ愛好家による演奏会 幼稚園児のフットサル大会

ゲリラライブ 舞台の大仕掛け

恋するフォーチュン
クッキー撮影



9

◎グランドプラザ施設整備事業（平成２４年度）

民間まちづくり活動促進事業（国土交通省）を活用

ミスト装置設置事業 音響設備設置事業

稼働期間：７月２日～９月末日

事 業 費：１８，６９０千円

運用開始：１１月１日
事 業 費：２０，３１０千円

ＤＳＰ（デジタル・シグナル・プロセッサ）採用

ステージからスピーカーまでの距離に応じ、デ
ジタル制御で遅らせて音を出すことで、会場内
の一体感を演出

平成２４年１１月 第１３回公共建築賞受賞（生活施設部門）
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地場もん屋総本店：
富山市の都心部において、市内全域の地元農林水産物の情報発信と販売促進を図る
ための拠点として富山市が設置しました。

場 所：富山市総曲輪 総曲輪ウィズビル１階

開 業：平成２２年１０月２３日（土）グランドオープン
契約者：241業者
来場者：1日平均約670名 年間約24万人
売上高：約2億円（平成25年度）

営業日 通年（年末年始を除いて無休）
営業時間 9:30～18:30

地場もん屋総本店
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地場もん屋総本店での農産物直売

生産者 △△誠二
産地 富山市△△

トマト

生産者 ○○太郎
産地 富山市○○

じゃがいも

生産者 ×××子
産地 富山市××

ジャム

集荷
拠点
経由

地場もん
屋総本店

各生産者は、袋詰め・バー
コード貼付等を行い、集荷

拠点へ持ち込みます

地場もん屋総本店と
拠点の間を集荷

トラックが運行します

生産者 △△誠二
産地 富山市△△

トマト

直接納品

集荷拠点
１．営農サポートセンター（富山・大山地域）
２．旧池多農協（富山地域）
３．畑直（大沢野地域）
４．喜楽里館（八尾地域）
５．シーテック（細入地域）
６．JA山田村（山田地域）
７．田村農園（婦中地域）
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落語会 ライブ

貸しホール料金：（例）有料催事で土・日・祝日5時間以内 5,880円
音響、特殊照明、マイク一式使用料：（例）有料催事で土・日・祝日5時間以内 14,490円

フラメンコ教室、紅茶教室、バスケットボールチームのチアリーディングの練習などにも利用さ
れています。

賑わい交流館「フォルツァ総曲輪」の運営
平成17年12月に寄附を受けた総曲輪ウィズビルの4階・5階を活用し、映画だけでなく、ライブ演

奏・落語など文化・娯楽などにふれあう機会を提供する施設を整備し、平成19年2月24日オープン
した。2つあった映画館を1つはそのまま映画の上映を行うシネマホールとして、1つはライブや落語
など多目的に利用できるライブホールとして整備。㈱まちづくりとやまが管理・運営しています。
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街なかサロン「樹の子」の運営

中心商店街の空き店舗を活用して、高齢者等来街者の交流、子育てサロン
などのコミュニティ施設を設置・運営する事業。

延床面積：
約413㎡

実施時期：
平成15年度～

喫茶コーナー
チャレンジボックス
キッズコーナー

利用者数：

57,145人
（平成25年度）
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街なかサロン樹の子 施設紹介

喫茶コーナー

チャレンジボックス

キッズコーナー
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コミュニティバス「まいどはや」の運行

中央ルート・清水町ルートの２ルート運行 １周４０分～４５分
１ルート２台で運行
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まいどはやバス ロケーション情報サービス開始

スマホ、タブレットPC等でバスの位置情報がわかります。



無料駐車システムの運営
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学生や若者が気軽に集える場所を提供するため
「学び場・たまり場・語り場・演じ場」というコンセプトの
もとにオープンした。

場所：富山市総曲輪３－３－１４ 第一ハタビル１階

開所：平成２３年７月１日

営業：年末年始を除く毎日

営業時間：平日 １３：００～２１：００

休日 １１：００～２１：００

利用者数：年間 １２，８６８人（３６人/日） 平成２５年度実績

富山まちなか研究室「ＭＡＧ.net（マグネット）」の運営
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・ 平成21年4月に活動開始
・ 街なかを彩るイメージ
・ 大学生の視点で街なかに人を呼び込む
企画や情報の発信

・ 大学生のアイディアを活用した賑わい創出

「街なかメイクアップサポーター」の運営
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エコリンク事業

富山市のまちなかで、カップルや家族連れが気軽

にスケートを楽しめるイベント。この「エコリンク」イ

ベントは、年齢に関わらずに楽しめ、街なかに賑わ

いを呼び込んでいます。

スケートリンクは、「樹脂リンク」（米国・スーパー

グレード社製）を使用。特殊なプラスティックパネル

の表面にワックスを噴霧することで氷上を再現した

もので、氷を使うリンクの約10分の１の運営費で済

み、氷を冷やす電気代もかからないという「エコ」な

ものです。

富山市は平成２０年７月、「環境モデル都市」とし

て、全国6自治体の一つにも選ばれたが、このイベ

ントも“ｅｃｏ RINK ～Let’s Earth-skate!～”と題し

て、環境への優しさを謳っております。

また、天井からはＬＥＤ（発光ダイオード）を約２０

０００球使った巨大な光り輝くツリーを吊り、幻想的

な雰囲気を演出。冬の富山市の新たな風物詩と

なっている。 H25年度オープニングイベント

期間：毎年12月中旬～１月中旬 利用者数：H25 17,452人
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○目的
一般市民や観光客等に中心市街地の各種情報などを広く紹介し、人を街なかへ誘導する
ことを通じて、中心市街地の活性化を図る。
○発行時期 シティーウォーカー：１１月ごろ ランチマップ：７月ごろ
○発行部数 60,000部

街なか情報発信事業

「シティーウォーカー」「とやまランチTIME」 の発行



中心市街地で実施される、市民が主体的に活動するイベント情報などを一元化して、
市民の生活目線にあわせた様々な場所やメディアと連携して情報発信しています。

⇒公共空間のイベントを対象とし、３8箇所のイベント情報をまとめて発信

「なかもん」とは？
居住者、通勤・通学者、来街者、商店主、イベント主催者などの富山市中心市街地
に関わる全ての「ヒト」やその仲間と、中心市街地で起こるイベント等の全ての「コト」を
総称した造語。

★イベント情報のワンソース化と、マルチユース

連携型まちなか情報発信事業



23

・中心市街地への来街促進と回遊性の向上を図ることを目的としている。

平成24年9月1日から運用開始

なかもんweb なかもん公式Facebook なかもんデジ

なかもんかわら版
2014年カレンダー

ポスター
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今後の取り組みについて

・中心市街地活性化事業の推進のため、市
民、NPO、商業者・事業者等が相互に連携・
協力できるためのコーディネート

・経営基盤強化を図るための、自主財源の
確保策の検討・実施
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